ラックの起こしかた 

1底板を包装していた保護シートを後方に並べて敷く。 



2後方にゆっくり倒ず。 

•床に置くとさに手や足をはさまないよラにご注意ください。 




3ゆっくり起こず。 

•本体部の下の透さ間から手を入れて持ち上げて<ださい。 

•後面側のキヤスターび動かないよラにミち意して起こしてください。 



己 


巧を上のご注意 (必ずお守りください) 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 

■ 誤った使い方をしたときに生じるを害や ■ お守りいただく内容を次の図記号で説明していま 

損害の程度を区分して、説明していまず。 ず。 （次は図記号の例でず） 


A 啓と 「死 t や重傷を負ラおそれびある 

ZlA 胃 E 3 内容」でず。 

&してはいけない内容でず。 

へ、 A す 「傷害を負ラことや、財産の損害 
/|\ び発生ずるおそれびある内容」 

A 実行しなければならない内容でず。 

気をつけていただく内容でず。 

A 警告 


C 6»ず組み立て説明書に従って組み立てる 


〇 テレビび倒れたり落下して、けびの原因になりま 
す。 


r 本な固定ねじはしつかりと締め付ける 


〇 組み立てたあと、透を間やぐらつをびあると、テ 
レビび倒れたり落下して、けびの原因になります。 


rC 6つきび発生した場合は、本巧固定ねじを締め 
なおす 


〇 ぐ日つさびあると、テレビび倒れたり落下して、 
けびの原因になることびあ0ます。 


^組み立て途中でのほ用はしない 


テレビび倒れたり落下して、けびの原因になりま 

V V 


コイン電池、転倒防止ねじは、邦幼児の手の届く 
ところに置かない 

0 誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼしまず。 

•万一、飲み込んだと思われるとさは、すぐに医 
師にご相談ください。 


ノ 


A ミ主意 


お買い上げいただを、まことにありびとラございます。 


保証書別添付 

• 組み立て説明書をよくお読みのラえ、正しくま全にお使いください。 
•組み立てる前に 「ま全上のごま意 J (斗裏表紙）を必ずお読みください。 
• イ呆証書は「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確かめ、取扱 
説明書、組み立て説明書ととちに大切に保管してください。 

• 取り扱いについては、別冊の取扱説明書をお読み<ださい。 


Panasonic 

組み立て説明書 

ホームシアターオー X イオシスアム 


準備ずる 


品番 SC - HTF 5 


1部品•付属品を取り出す。 

必ず吕人!•ソ上で巧つてください。 

• 上から順に取り出してください。 

• 本体は PP バンドをはさみなどで切断し、クッション 
を取り除いてから取り出してください。（保護シートは 
後から使用しますので、包まれた状態にしておいて< 
ださい。） 

•底板の保護シートは後から使用しますので、破らない 
よラにしてください。 


付属品は販売店でお買い巧めいただけます。パナソニック 
の家電製品直販ヴイト「パナセンス」でお買い求めいただ 
けるちのをあります。詳しくは「パナセンス」のサイトを 
ご覧ください。 

CLUB Panasonic 


な na 


5 ciise 


http://club.panasonic.jp/mall/sense/ 


本体 



携帯電話からちお買い巧めいただけます。 


http://p-mp.jp/cpm 



組み立て、設置時には、指をはさまれないよラに 
を意する 


A けびの原因になることびあります。 
• 特にお子様にはごミ主意ください。 

指はさみミち意 


V 


ノ 


部品•付属品の取り出し、組み立ては2人な上で 
巧ラ 


0 1人で無理に行ラと、腰を痛めたり、けびの原因 
になることびあ0まず。 


縦置をしない 


倒れた0してけびの原因になることびあ0まず。 


ラックの組み立て時に、ラック下部の透を囲巧に 
足巧を入れない 


公 


けびの原因になることびあ0まず。 


ノ 


不安定な場所に置かない 


0 高い場所、水平!•ソがの場所、振動や衝撃の起こ 
る場所に置かない 

倒れたり落下すると、けびの原因になることび 
あります。 


—この マー クびある場合は 一 


ヨー □ ッパ連合!•ソがの国の廃棄処分に関ずる情報 



このシンボルマークは EU 域内でのみ有効で 
す。 

製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓 
□、または販売店で、正しい廃棄ち法をお問 
い合わせください。 


パナソニック株式会社 

AVC ネットワークス社ネットワーク事業グループ 

〒已 7] - 8已04大阪府門真市松生田 T ] 番]已号 
© Panasonic Corporation 2010 
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組み立てに必要な部品の確認をする。 

□①本体 （ 1台） 

□③本体脚 （4 個） 【 RKP 0121- H 】 

□③棚板 （1 枚） 【 RKQ 2 G 0010- M 】/【 RKQ 2 G 0010- C 】/ 
【 RKQ 2 G 0010- T 】 

□④底板 （ 1枚） 【 RYQ 0794- M 】/【 RYQ 0794- C 】/ 
【 RYQ 0794- T 】 

□⑤本体固定ねじ （4 本） 【 RXQ 188 已】 

□⑧ キヤスター(已 個） 【 RXP 0071】 


• ③棚板と④底板には、それぞれ色違いの3種類びあります。 
色の種類は、保証書または包装箱に記載されている商品品ま 
( SC - HTF 5) の末尾にある記号 - M (ミディアムウッド)、 

-C (ライトウッド )、 -T (ダークウッド）で識別でさます。 
•かっこ【】内は、2011年1月現在の品まです。 

• 包装材料などは商品を取0出したあと、適切に処理をしてください。 

• 小物部品については乳幼児の手の届かないところに適 
切に保管してください。 

C お知 S せ） 

•設置用部品（キャスター座、転倒防止ねじ）は、設置時に使 
用します。（一» r 取扱説明書」8、9ページ） 

•付属品（電源コード、 HDMI ケーブル、リモコン）は、接続 
と操作時に使用します。（一»「取扱説明書」 ] 日、]]ページ） 
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I 組み立てる 


■組み立て作業は、 2人1>ソ上 で行ってください。 

■ ねじのサイズに適合したプラスドライバーを用意してください。（過大な力の加わる建築工事用 
取っ手付きドライバーなどは使用しないでください。ねじ/ナットび破損ずることびありまず。） 
■ 接着剤は使用しないでください。使用ずると後で修理でをなくなることがあります。 
■組み立て時に、前面のスピーカーネット部に力を加えないでください。 

■ 組み立て途中での使用はしないでください。 

■ 指をはさまないようにごを意ください。 


1本体を置く。 

• イ呆護シートの合わせ面び上になるよラに置を、テープ留めを取り除をな護シートを広げてください。 
• 周囲に平らな作業スペースを十分確保して<ださい。 

• 図のよラに本体底面び上になるよラに、イ呆護シートの上に置を直してください。 


①後面側を持ち上げる 



③一度立ててか5ゆっくり倒ず 
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3 棚板を取り付ける。 

• 板面に傷び付く場合びありますので、強く押し付けないでください。 



4 本体脚を取り付ける。 



5底板を取り付ける。 

• 板面に傷び付く場合びありますので、強く押し付けないでください。 



6 本体固定ねじを挿入*固定する。 

• 一度それぞれの本体固定ねじを軽く締めてか日、透さ間やぐ日つさびないよラにしっかりと締め付けてください。 
• しっかり締め付けると、本体固定ねじ頭の平らな面と底板面びほぼ同じ高さになります。 

• 締め付けび不十分な場合、台びぐらついてテレビび転倒する場合びあります。 

• ぐらつをびある場合は、異物などのかみ込みびないか確認してください。 



/キャスター(已個）を取り付ける。 


柔らかい巧ネオ（畳、毛足の長いじゆうたんなど）の上に設置する場合は、キヤスターを取り付けないでください。 
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